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MIDI 規格による電子楽器・電子音楽の産業生態系形成と変容 

〜標準化の観点から見たイノベーションに関する一考察〜 

 
○行本顕，妹尾堅一郎，伊澤久美，白石拓也，杉山沙希（産学連携推進機構） 

ken.yukimoto@nposangaku.org 

 
キーワード：0,',規格、電子楽器、電子音楽、国際標準化、イノベーション、産業生態系�
 
�ࡵࡌࡣ ��

���� 年代初頭、電子楽器を相互に利用可能にするために日米の電子楽器メーカー各社は標準規格と

して「0,', 規格」を策定・開示した。この規格は、電子楽器の普及に寄与し、電子音楽の新市場形成

を促進した。この点において「0,', 規格」はイノベーションの創発要因の一つととらえることができ

る。また、同規格はアマチュア音楽家による電子音楽の民主化を促進した点でもイノベーティブであっ

たと言えるだろう。さらに、同規格は電子楽器の仮想化を促進し、現在では電子音楽産業のインフラと

して位置づけられるに至っている。本報告では、「0,',規格」による電子楽器・電子音楽の産業生態系

形成と変容について俯瞰・考察を行う。�
なお、本報告では、「規格」を「ひとつの企業・団体内で用いられる仕様や基準」、「標準」を「複数の企業・

団体間で共有される仕様や基準」と定義し、表記する。記載内容が他文献等からの引用でない場合は、µ7KH�
&RPSOHWH�0,',�����'HWDLOHG�6SHFLILFDWLRQ�µに記載された内容を「0,',標準」と表記する。�
�
�� 0,', ᶆ‽ࡢᴫせᶆ‽ࡢ⤒⦋�

���� 0,', ᶆ‽ࡢ�ᴫせ�

0XVLFDO�,QVWUXPHQW�'LJLWDO�,QWHUIDFH（以下「0,',」と表記する）標準は、複数の電子楽器を接続

して相互に情報を交換するためのハードウェアおよびプロトコルの規格であり、電子楽器メーカー間で

共有されている標準である�。0,',標準は本来、ライブ演奏時の情報伝達手段として考案されたもので

あるが、����年現在音楽制作分野においても広く使われている�。なお、同標準は ����年に「-,6規格

（-,6;����������）」となり、����年に「,(&国際標準（,(&������������）」に認定されている。�
�

図１．0,',標準を用いた接続例��

�
�
ハードウェアについて0,',標準は非同期方式のシリアル転送を採用しており、物理的なコネクタと

して � ピンの「ドイツ工業品標準規格（',1）」を採用している�。0,', 標準を用いて電子楽器を接続

する場合のケーブル長は最大で ��メートル�と他のシリアル接続規格に比べ相対的に長く、このことは

現在においてもステージ上で0,',標準が利用される理由の一つである。また、データ交換のプロトコ

ルについて、0,', 標準は策定当時の &38 仕様に準拠する形で � ビットのデジタルデータ方式を採用

している。この「0,',メッセージ」について、0,',標準は図 �の通り種類と構成を定めている。�
0,', 標準は、「0,',� ��� 規格」と呼ばれる基本部分と、5HFRPPHQGHG� 3UDFWLFH（53）および

&RQILUPDWLRQ�RI�$SSURYDO（&$）と呼ばれる追加部分によって構成される。前者は印刷物として有償公

開され、後者は、日本の一般社団法人音楽電子事業協会（以下「$0(,」と表記する）または米国の0,',�
0DQXIDFWXUHUV�$VVRFLDWLRQ�（以下「00$」と表記する）会員にのみ開示される形で運用されていたが、

����年より無償ですべての情報が公開されている �。�

1B01.pdf
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�
図 ．0,',メッセージの種類 ��

�
�
���� 㟁Ꮚᴦჾᕷሙࡢᙧᡂ 0,', つ᱁ᶆ‽ࡢ⤒⦋�

����年代から ����年代にかけて米国において0RRJや $53といった 的なア ロ シンセ イ

ーメーカーが の 的な音 の 品により初期の電子楽器市場を形成した。 の後、���� 年代

から ����年代前 にかけ 6HTXHQWLDO�&LUFXLW（以下「シーケンシ ル」と表記する）他が リフ

ック 品により同市場を 大、 引した。また、����年代よりローランド、 マハ、コル といった日

本のメーカーが電子楽器市場に し、前 の米国メーカー各社に して電子楽器市場における 在

を示した。これらのア ロ シンセ イ ーは、同年代における 的な ュージシ ン達によって音

楽的表現の手段として 的に用いられたが、 の一方で制 方式がメーカー間で なっていたことに

よりメーカーの なる電子楽器を相互に連携することができなかった。たとえば マハの接続方式であ

る「.H\�&RGH�6\VWHP」とシーケンシ ルの接続方式である「6&,�'LJLWDO�,QWHUIDFH」は互換 がなく、

互いの機器を連携することは 可能であったとされる��。�
上記の に対してより かな電子楽器 を める電子音楽産業からの要 を として、����年

にシーケンシ ル、ローランド、 ー ーハイ の に マハ、コル 、カワイが呼 する形で各社

の電子楽器を相互に接続するための規格の策定と、 の標準化が された。 の後シーケンシ ルと

日本 イドのメーカーを に 体的な仕様等が され ���� 年 � に規格の が 定、呼 を

0,',とすることが まった。この内容は ����年 に「0,',�6WDQGDUG����」として策定され、各電子

楽器メーカー間で標準として共有された ����� ��� ��� ��。同標準の 理団体として ����年に米国にて前

00$が��、また ����年に日本にて $0(,が ��され、現在に至っている。�
�
0,',年表（本 に関連する を に ） �
����年�� シーケンシ ル、ローランド、 ー ーハイ の に マハ、コル 、カワイが呼�

する形で電子楽器を相互に接続するための標準が される�
����年 �� � 米「.(<%2$5'」 上にて0,',�9HU�����が公開される�
����年 � � 米�1$00ショーにて0,',接続デ が公開される�
����年�� 米国にて0,',�0DQXIDFWXUHUV�$VVRFLDWLRQ��00$��が発 する�
����年� 「0,',�6WDQGDUG����」が策定される�
����年� 「0,',�6WDQGDUG����」が される ���
����年�� スタン ード0,',フ イル（60)）に関する追加規格（53���）が 認される���
����年� 音 に関する追加規格「*0システ ベル ��53����」が 認される ���
����年 � � 社団法人音楽電子事業協会��$0(,��が される�
����年 � � 0,',が「-,6規格」となる�
����年 � � 音 に関する追加規格「�*0システ ベル ��53����」が 認される���
����年 �� � 携 電 メロディ用の規格「*HQHUDO�0,',�/LWH��53����」が 認される���
����年 � � 0,',����規格 、53および &$が無償公開される�
����年 � � 0,',が ,(&国際標準として認定される�
�

�� 㟁Ꮚᴦჾ࣭㟁Ꮚ㡢ᴦ⏘ᴗࡢ≧ἣ�

���� 0,', ᶆ‽⟇ᐃࡢ≧ἣ�

0,',標準の策定後、��年代を通 て日本国内の電子楽器 は 加を続け、電子楽器市場は
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大した。また、この時期は、音 を使用者が 由に創作することを主とした 楽器である「キー ー

ドシンセ イ ー」に加え、新規に電子楽器市場に したカシ 等のメーカーによって に開発さ

れた による電子楽器「 キー ード」が 場した点も として られる（図 ）。なお、日本

国内の 品 において「キー ードシンセ イ ー」は「電子キー ード」から分 され した分

類として ����年以 ����年までの間 された。�
�

図 ．電子楽器 推 （国内）���

�
�
���� 㟁Ꮚᴦჾࣝࢱࢪࢹࡢ࣭࢙࢘ࢺࣇࢯࡀ㐍⾜ࡓࡋᮇࡢ≧ἣ�

���� 年代に マハは米スタンフ ード大学との長年にわたる の成 である )0 方式音 を採用

したフルデジタルシンセ イ ーを発 し電子楽器のデジタル化を促進するとともに の表現の を

大した。また、���� 年代の ば以 ���� 年代にかけて電子楽器メーカー各社よりメ リの 能

化・ 格化を としてデジタル ンプリン 音 （3&0 方式）を用いた電子楽器が相 いで発

された。い れの方式の 品も0,',標準を採用したことから、音 方式の 同にかかわら 相互連携・

コントロールが可能であった。 の後 ���� 年代において 3&0 方式音 の 能が 上したことおよび

プリセット音のみを使う ー が 加したことに い ���� 年代には 3&0 方式が電子楽器に用いられ

る音 の事 上の標準方式となった。なお、3&0 方式音 の 能はハードウェアの 能に大きく

するため、この時期以 の電子楽器市場は のメーカーおよび新規 者による新 品の開発・市場

が 化した。また、この で電子楽器 創期より電子楽器市場に 加していた複数のメーカーが

合 等により の を した ��。�
 他方、����年代 から ����年代にかけて 用コンピュータの 能化・ 格化を に 3&上で

電子楽器のシーケン 機能を ュ ートする0,',シーケンス フトが 場した。これらは作 、記

、楽 の ・印刷、 演奏、音 といった機能に分化して普及し ��、日本においては 来楽

器を 接演奏していなかった 3& ー らを に、3&上での音楽制作を楽し である 'HVN�7RS�
0XVLF（以下「'70」と表記する）の が普及した��。'70において作 者は、3&上で作成・

した楽 等のデータを0,',データとして 3&に接続された0,',電子楽器に送ることで 演奏さ

ることができるので、電子楽器の演奏 を 要としない。また、前 「53」のう 0,',データの格

フ ーマットである 60)を定義する 53���、および '70に 可 な 部音 の音 マップを定義

する *0システ ベル１（53���）の 在を としてアマチュア作 者の間では '70によって

作された音楽データを0,',規格を用いてやり りするコ ュ ティが 現した��。�
�
���� ���� ᖺ௦௨㝆ࡢ≧ἣ�

����年代に り 3&の 理能 がさらに 上したことを として、 音・ ・ キシン な の

音楽作成 が フトウェア化されるようになった。このことに い、本来 した フトウェアであ

った0,',シーケンス フトがこれらと一体化し 'LJLWDO�$XGLR�:RUNVWDWLRQ（以下「'$:」と表記す

る）と呼ばれる 合音楽作成 が 場した。この より、'$: は演奏情報の内部 理に 0,', 標
準を用いており、 って 来の0,',電子楽器（ハードウェア）を 部音 として接続して利用するこ

とも可能である。しかし、現在では のア ロ シンセ イ ーを 数の音 が「プラ イン」

として フトウェア化されていることから、これらを用いることが一般的となった ��。�
また、����年には:�&よりブラウ 上で 作する0,',音 ュ ータ�:HE�0,',�$3,��が公開

されており��、0,',標準が利用される場は 3&からクラウド と広がりを見 ている。�
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�� 0,', つ᱁ࡢᶆ‽ࡢほⅬࡽぢࡓ㟁Ꮚᴦჾ࣭㟁Ꮚ㡢ᴦ⏘ᴗࡢኚᐜ�

���� 㟁Ꮚᴦჾ࣭㟁Ꮚ㡢ᴦ⏘ᴗࡢኚᐜ�

���� 年代から 日に至るまでの電子楽器・電子音楽産業の変容を俯瞰的に めてみると、 の � つ

のタイ ン において0,',標準の 在が 要な を たしていたことがわかる。以下、産業生態系

の形成と変容について標準化の観点より考察する。�
�

������ 0,', つ᱁ࡢᶆ‽ࠕࡿࡼ㟁Ꮚ㡢ᴦࠖᕷሙࠕ㟁Ꮚᴦჾࠖᕷሙࡢᣑ㸦ᙧᡂᮇ㸧�

ま 、電子楽器市場の形成期である ���� 年代初頭において、電子楽器メーカー各社は互いに手を

で電子楽器間の通 およびこれらの物理的な接続に用いる 子の形 の規格を策定し、これを共用の

ものとして標準化した。この0,',標準の策定によって、これまでメーカー間で なっていた電子楽器

の接続方式が標準化され、相互に接続することが可能となった。このことは、当時の ュージシ ンら

音楽のプロフェッショ ルにとり音楽表現の が かになることを し、ここから生み された 様

な音楽作品を通 て電子音楽の 上 と の産業形成が まった。 として電子楽器の普及が促進

され、電子楽器市場は 大されたと考えられる。すなわ 、���� 年代初頭における 0,', 規格の標準

化はフ ーラ 標準として成 し、「電子音楽」市場の形成に寄与するとともに「電子楽器」市場の 大

を促進したのである。つまり、0,',規格の標準化はイノベーション創発要因の一つであったといえる。�
�

������ 0,', つ᱁ࡢᶆ‽ࢆ㉳Ⅼࠕࡓࡋ㟁Ꮚᴦჾࠖࡢ⠊ᅖᣑ㸦ᬑཬ࣭Ẹᮇ㸧�

����年代後 から ����年代にかけての ー ルコンピュータの 能化を として、電子楽器

のシーケン 機能を 用 3& 上で 作する フトウェアとして 現することが可能になった。0,', 標
準は、 の 上デジタル制 との い を有していたことから、これら 用 3&と電子楽器の相

互連携にも用いられた。このことによって 3& 上での作 、および 3& に接続した電子楽器による電子

音楽の 演奏が可能になった。このことは、 来楽器を 接演奏していなかった（できなかった）3&
ー を電子楽器市場に き れることとなり、同市場の 大に寄与した。また、これらのアマチュア

作 家は、0,', 標準に準拠した音楽データの交換を通 て 発生的な電子音楽市場である '70 市

場を新たに形成した。すなわ ����年代初頭における0,',規格の標準化は、����年代から ����年

代にかけての時期において相互連携可能な「電子楽器」の を、 来のハードウェアとしての「電子

楽器」に加えてコンピュータ上の フトウェアとしての「電子楽器」を ものに したのである。

このことは、0,', 標準が電子楽器市場の 大に寄与するとともに、アマチュアを とした非演奏者

ー を り 形で「電子音楽の普及・民主化」を促進したと見ることができる。�
�

�Ⓨᒎࡢ‽ᶆࡢ㡢ᴦࠖ⏘ᴗࠕࡽ‽ᶆࡢ㟁Ꮚᴦჾࠖ⏘ᴗࠕ ������

����年代から ����年代には、コンピューティン と通 の 的な進 を として、電

子楽器は にデジタル化され、かつ仮想化された。また、電子楽器以 の音楽制作に関する要 につ

いても仮想化が促進され、「電子音楽」産業と「音楽」産業の が なりあうようになった。このこと

は、0,',標準が'$:という 3&上の仮想的な 合音楽制作 に り まれたとみることができる。

すなわ ����年代における0,',規格の標準化は、����年代から ����年代において「電子楽器」の

体を さ る一方で、同標準を当初の「電子楽器」メーカー間における標準から「音楽」産業 体

で共用される標準 と発 さ たと言えるだろう。�
�

�ࡧࡍࡴ ��

以上のように、0,', 標準が電子楽器間をつな ための業 標準からは まり、 の を楽器

以 のハードウェア、 フトウェアにも広 つつ、音楽産業 体 と 大していく様子を見て ること

ができる。つまり、0,', 標準を 点として、電子楽器・電子音楽という市場、産業が形成されたと言

えるだろう。このように本 は、「標準化」が産業生態系をいかに変容さ るか、また の で標準 体

の 合いが のように変化していくのか、ということを 的に示した事例といえるのである。�
�

�
本 に際して、事 の に関する および についてお しい に く てくださった

部  間 様、 マハ 式会社� 的 産部長� 杉 様、楽器・音 事業本部 開発部音 プラットフ

ー ループ主 � 下 様、 的 産部 推進 ループ主 � 様、同主事� 野達也様に、 から し

上 ます。なお、１、 、および につきましては上記 に基づく 者の見 ・考察であり、同 に 協 いただい
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た 様およびこれらの方 の する の公式な見 ・考察ではありま 。�
以上�

�

考文献 �:HE イトの最 アクセス日は ����年 � ��日��
��7KH�0,',�0DQXIDFWXUHUV�$VVRFLDWLRQ�´7KH�&RPSOHWH�0,',�����'HWDLOHG�6SHFLILFDWLRQµ��
ILOH����&��8VHUV�<XNLPRWR.HQ�'RZQORDGV�FRPSOHWHBPLGLB�������SGI�
��社団法人音楽電子事業協会 0,',����規格 � 0,',�6WDQGDUG�	�5HFRPPHQGHG�3UDFWLFH（日本

� ����） ��KWWS���DPHL�RU�MS�PLGLVWDQGDUGFRPPLWWHH�0,',����SGI�
��加 美������「0,',規格 生の と規格の 要」 日本音 学会 �� � ��SS����������
��日本工業標準 会� -,6;�������電子楽器ディジタルインタフェース（0,',） １部：

��KWWS���ZZZ�MLVF�JR�MS�SGIE��3')9LHZ�6KRZ3')�;4,$$.E77�YI/BK7J71D�
��日本工業標準 会 -,6;�������電子楽器ディジタルインタフェース（0,',） 部：プロト
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